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1　 目　 的

　低融 点合金 （易融合金） は ハ ン ダをは じ め

さ ま ざ ま な 分 野 で 使 用 され て い る。 特 に

100℃ 以下 で 液 化す る ウ ッ ド合金 は 有名で あ

る 。 しか し 、 現在 Pb や Cd の 使 用 は環境や

身体に対 し、多大 な悪影響を及 ぼす こ とが知

られ て い る 。 本 研 究 で は Pb、Cd を使用 せず 、

現 在無害で あ る とされ る Bi、　 In、　 Sn の み を

使 用 して 易融合金 を作製す る手 法を紹 介す る 。

さ らに 、試 験管や ろ紙等理 科室 にあ る機器 を

使 用 し て 安全 に合成や 精製を行 う。

2 　 方　法

（1 ）実験準備

　低 融点合 成 に 必 要 な薬品 、 器 具 を以 下 に記

す。

1）薬品 ：Sn （粒 状）、Bi （粒状）、In （粒状）、

活 性炭 （粉末状）

こ こ で 、2 種類 の 合金 の 成 分比を記 す。1） 融

点 60℃ の 合金 Bi （32．5 ％），　lr1（51 ％），
　Sn

（16．5％） 比 重 7．88 　及 び 融点 79 ℃ 　Bi

（57 ％），
In （26 ％〉，

　Sn （17％）　仁ヒ重　8．54　（こ

こ で 、％ は wt ．％ で あ る。）

2）器 具 ： 試 験管 （パ イ レ ッ ク ス 製 ）、パ イ トー

チ も しくはガ ス バ ーナー、ろ紙 、ビー
カ
ー、ド

ライヤ
ー

（2 ）実験方法

　 合成 方法

  試験 管 に Sn 、Bi、
In を入 れ る 。

  図 1 の よ うに   に 　　　　 験管

活性炭 を入れ 、
パ イ

ト
ー

チ で 加 熱 し、液

化 させ る 。

    が 室温 ま で 冷　　　　 舌性炭
え た ら、水道水 で 試 　 In
験 管 を洗 い 活性 炭 を　　　＼
　　　　 　　　　　　　 　　 ← Bi
洗 い 出す 。

  試 験 管 か ら合 金 　 　 　 　 Sn
を 取 り出 し乾燥 させ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 図 1 試 験 管 を用 い た合 成
る。

　精製方 法

  ろ紙 を折 り、は さみ で 先

端 を切 り取 り 2〜3mm の

穴 を開 け 、 水 に浸す 。

  50ml ビ ー
カ

ー
に水 を

入 れ   を 図 2 の よ うに設 置

す る。

（注 ）ろ紙 の 先 端 が水 に 触　　図 2 ろ 紙 を 用い た

れ な い よ うにす る 。 　　　　　 精製

    に   の 試料 を入れ 、ドライヤ
ー

の 熱風 で

液化 さ せ る 。

  ビー
カ
ー

の 中に精製 され た合金 が 溜 ま る 。

  ビー
カ
ー

か ら合金 を取 り出 し乾燥 させ る。

3　 結　果

　 試験 管 内に 活性 炭 を入 れ た理 巾は 還元 状 態

で 合成 を行 う為 で ある。高温 の 試験管 は木製 の

試験管立 て に置 き 自然冷却 させ る と良い 。

　ろ紙 を使用 し た精製法 は Hg の 精製手 法に ヒ

ン トを得た もの で ある。

　 ま た 、比 重測 定装 置や融 点測 定装置 が あれ

ば 、測定 を試 み る と良い 。本学 に お け る 測定 に

お い て 、2 種類 の 合金 は それぞれ、融卓 60℃

比 重 7．88 及び 融点 79℃ 　比重 8．54 で ある

こ とを確認 し た。こ れ らの 測定が 可能で 無い 場

合 、作製 した合金 をお湯 （約 80 度） に入れて

状 態の 変化 を観 察す る と良い 。ただ し、お 湯の

中で 酸化 され るた め、精製時 の 光沢は 失 われて

しま う。

こ れ ら の 内容 を授 業にお い て 説明す る 為に 参

考文 献 2），3），4）等を用 い る と良 い 。
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